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日本応用心理学1会1第″1回1大1会を終えて
‐感謝と期待■

はじめに

日本応用心理学会第 77同大会を、2010年 9

月 11日 (土 )、 12日 (日 )に京都大学で開催さ

せていただきました。皆様から、104件の研究

発表のエントリーと 8件の貴重な自主ワークシ

ョップのご提案、それに学会企画委員会からは

2つの研修会を提供 していただきました.あ り

がとうございました。

国際連合は、2001年 から 2010年 までを「世

界の子 どもたちのために平和の文化を提供 し、

非暴力を実現 してい くための FII際 10年」 と提

起 しました.こ の課題を受けとめて、今大会で

は、『実践の中で 人間を 徹底 して尊重する 心

理学をめざして』を共通テーマとし、多彩な講

演 ・シンポジウム・体験型企画を準備 しました.

その結果、参加総数 387名 、懇親会は要員含

めて 192名 のご参力||が あり、とても活気のある

大会となりました。あらためて感謝申し ヒげま

す。ベテランの先生方のお声かけで、院生・学

生の参加者数が例年の 2倍近 くの 103名に達 し、

また、このうち 47名 の方々が研究発表を行っ

てくださいました,ポスター会場の活況に次世

代の新 しい息吹を感 じることができました。

大会の概要

大会では、①研究発表のほかに、②大会記念

企画資料展と記念シンポジウム、③大会企画 8

件 (海外招待講演 1、 シンポジウム 3、 特別シ

ンポジウム 1、 体験型ワークショップ 3)を準

備いたしました.ま た、阪上雅昭氏ら京都大学

環 on映画会スタッフの協力で、大会企画シン

ポジウムと関連の深い映画を 6本 L映 しました

(「 夜明け前の子どもたちJ「 911の 子どもたち

へJ「夕凪の街 桜の国J「砂の女J「ゆきゆきて神

軍J「父と暮せばJ)。 さらに、今回の大会では、

次のような新たな取り組みを行いました。

1)大会準備方法について

学会事務局の国際文献印昂1社の協力を得なが

ら、大会の案内・受付・準備・運営を基本的に

実行委員会で手作りする方針をとった。

O大会参加・研究発表のための申込み方法を

シンプルにし効率化した。大会専用ホームペー

ジを作成し活用した。大会プログラム、大会発

表論文集を手作りした。②大会企画シンポジウ

ムおよび映画 L映会の開催にあたって、各企画

それぞれについて実行委員で事前学習ゼミを行

って内容の理解を深め、準備・運営に活かした。

0大会概要紹介パンフレットを作成し、京都市

内外の保育所や療育施設に案内した。④大会準

備体制および大会そのものを青年期・成人期の

発達研究の成果を活かして構成した。

2)大会当日の運営方法での工夫と特色

①「貸出用J「 閲覧用」の大会発表論文集を準

備した。②京都の残暑対策として、「うちわJ「熱

中症レジュメJを準備し全員に西己布。ポスター会

場と書籍・企業展示会場に扇風機を設置。0当

日要員に社会人を起用するとともに、大会前後

に院生・学生スタッフとの交流の機会を設けた。

3)研究発表について

①発表形式を「ポスター発表」に統一した上

で 5分間の「ポスタープレゼンテーションJの

時間を設定し、研究交流の機会を充実させた。

②別刷 リコーナーの設置。③研究発表のアブ

ス トラクト (抄録)を大会ホームページに事前

にアップし、情報を早期に公開した。

4)参加費用について

①「研究生Jの参加費を減額した。また、「ふ

るさとおみやげ展示会Jを作り、懇親会費を値

下げした。②遠隔地 (東北・北海道、九州・沖

縄)から自己負担で参加された方に、図書券を

渡して旅費負担の軽減を図つた。

|
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ット氏は、日本の映画作品を起点に、「科学的

姿勢と臨床的姿勢J「 臨床場面での出会いJ「 治

療的な関係」「ギフトの意味」「発達権の発見」等

について話題提供してくださいました。それを

受けて奈須康子氏は、重度の障害のある乳幼児

たちを対象とする臨床場面での経験をもとに、

「子どもの声なき声を読みとり感 じ取る医療の

あり方」、「診断でなく、愛される対象として子

どもを見ることの大切さJを問題提起してくだ

さいました。

シンポジウム 3「発達診断の役害」と可能性」

では、小倉直子氏から発達診断事例の報告を受

けて、発達診断が果たすべき役割と将来のより

よいあり方について討議しました。発達診断と

は本来、人間として共通する発達の道すじを踏

まえて、今どのような要因によって発達要求の

実現が困難になっているのかを認識・把握し、

保育・教育・療育実践や社会システムのよりよ

いあり方を視野に入れた具体的な手立ての提起

を行おうとするものです。そのためには、人間

の発達をスキル獲得や適応の過程ではなく、

「みずから外界に働きかけて外界を変化させ、

そうすることによって同時にみずからの内面を

豊かに創造 していく過程」ととらえ、「発達の

原動力Jの生成・発展・充実の過程をきめ細や

かに評価把握し、そしてそれらを阻害している

社会的要因を確実にとらえて改善していく必要

があることが提起されました。

3.大会企画・体験型ワークショツプ

今大会のもうひとつの特色は、多彩な「体験

型企画 (ワ ークショツプ)」 を通じて、新しい

時空間のなかで新たな自己、新たな仲間との出

会いを直接経験していただいたことです。体験

型企画 1「プレイバックシアター」では、橋本

久仁彦氏を講師に迎えて、仲間とともに演じる

演劇の力が、私たちの心の痛みをどのようにし

て癒していくのか、1人ひとりの切実な願いを

どのように受けとめ実現への扉を開いてくれる

のかを体感していただきました。体験型企画 2

「みんなでつくる音の輪 休日)」 では、世界的な

現代音楽の作曲家、松尾祐孝氏をお招きして、

いつでもどこでも誰とでも、ともに音楽をつく

っていけること、私たち 1人ひとりの個性が楽

器となり、音楽となり、自分なりの音と発想を

大切にしながら 1つの作品そのものとなる瞬間

を体感していただきました。体験型企画 3「人

形劇を楽しむ」では、人形濠1団 もぐらの協力を

得て、「だるまちゃんとかみなりちやん」そし

て、この 2人を温かく見守る「かみなりのお父

さんJが登場。人形劇の楽しさを実感していた

だくとともに、濠1鑑賞のあとには、濠1団員の方

たちとの交流を行い、人形劇を取り入れ実演す

るときの工夫やコツを伝授していただきました。

感動が自己を世界に位置づけ直 し、感動が私

たちの世界を新たにしていきます。それは社会

のなかでの新たな自分の位置の発見 となり、そ

れによって私たちは、まわ りの世界を新たに認

識する力を得ることができるでしよう。そして

さらに、感動は、未知のよりよい新 しい社会を

つ くる力につながっていくことでしよう。

今回の大会のシンポジウムやワークショップ、

そしてご研究発表を通 して、大会に参加 してく

ださった皆様が、貴重な一生の宝 となるような

ものと出会われ、明日への大きな力を得 られた

ことを期待いたしております。大会を盛 り上げ

てくださった参加者の皆様、また、全力を尽 く

して大会を支えた実行委員と当日スタツフに、

記 して深謝の意を表 します。

たなか 。しんすけ○京都大学高等教育研究開発推進センター

准教授。大学院人間・環境学研究科共生人間学専攻を兼任。

専攻は発達論・発達診断学・神経科学。
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たくさ―んの刺1激や出1会
|‐ をヽ得た21日1間

大会の印象は、シンポジウムや体験型企画、

自主企画ワークシヨツプの数が多いことに驚き、

どれに参加するか迷 うほどでした。魅力的なも

のが多かったのですが、なかでも「医療におけ

るカウンセリング体制とは ?一導入から定着ま

での課題 と展望Jの 自主企画ワークショップは

大変勉強になりました。というのも私の母が病

院で主任看護師として働いているのですが、こ

の病院には精神科がな く、EAPも 配置されて

おりません。よって母の相談相手は私になりま

す。母の相談を聞きながら、「臨床心理士が病

院へ介入 してい くには どうすればいいだろう

か J「 もし私が医療の現場で医療従事者を対象

としたカウンセラーとして働 くなら、どのよう

な支援ができるのだろうかJと 考えているとこ

ろに、今回のワークショップに出合いました。

ワークショップで発表された先生方は医療現場

における心理士 として最前線に立っておられる

方々で、なかでも飯田亜佳先生は私の考えてい

た病院職員のためのカウンセリングセンターを

導入、展開されてお り、大変勉強になったと同

時に、とてもよい刺激になりました。

また今回は、ポスター発表 と大会運営のお手

伝いをさせていただきました。

ポスター発表では発達・教育の領域で、「親

との関わ り方が大学生の友人関係に及ぼす影

響」という研究を発表 しました。最初は緊張 し

て、 どうにかなってしまいそうでしたが、多く

の方 と意見交換ができ、新 しい視点を学ぶこと

ができました。また、自分の知 らない分野でも、

日の前にポスターがあることで感化され、興味

につながったことが嬉 しく思います。

また、2日 間の大会運営のお手伝いではたく

さんの出会いがあ りました。学会当日はクロー

クと懇親会を担当しました。クロークでは龍谷

大学の院生 と協力し、荷物をお預かりしました。

私は出身大学が龍谷大学なので、偶然ですが久

しぶりに龍谷大学大学院に入った同期 と再会 し、

それぞれの大学院について語 り合 うことができ

ました。主催大学をはじめとして、他大学院の

方と研究の話や、ときには悩みを話せる機会と

もなり、嬉 しかつたです。

懇親会会場である時計台記念館は大学のなか

とは思えないほどの豪華さで、「全国おみやげ展

示会」では餃子やお菓 r、 ぉ酒など多くのお上

産が届けられ、行列ができるほどの大盛況でし

た。参加者の方々と一緒に乾杯をしたり、はじ

めてお会いする方々とお話ししたりと、とても

楽しい時間を過ごすことができました。

貴重な体験をさせていただきありがとうござい

ました。

にしむら。ゆみこ01987年 大阪府

生まれ。龍谷大学文学部を卒業。

現在は帝塚山大学大学院人文科学

研究科の 1年生で、臨床心理士の

資格取得を目指すコースに所属し

ている。学部生時代に、大阪府の

私立幼稚園で活動しているキンダ

ーカウンセラーを知り、保育所・幼

稚園場面で働く保育士・幼稚園教

諭への心理教育研究に関心をもつ

ようになる。
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本学会の名誉会員に応用起理学との出会い、痣用|こ 理学への期待などについて語 らていただきました。

社会的責務を担う応用心理学

日本応用心理学会から今回の執筆依頼

の連絡があった。長い御無沙汰にもかか

わらず思い出していただいたこと、有り

難い極みであったし、昔からお世話に

なった先生方のことなども思い出し、会

員としての幸せをかみしめている。  |

実学的な応用ソ心理学との出会い

長い間にヽ応心の事務局も、慶応の目

吉の校合から三日の校合ヽ駒沢大学の校

舎などと移 り変わり、|それぞれの風情も

懐かしくヽベテランの先生方のお話はど

れも含蓄に富みtl種々教えられたことな

どt.しみじみと思い出される6  1
1戦

1後
‐
間もない頃の大学での心理学に

は●期待を満たされない思いを抱かされ

ることも少なくなかつた|‐ 1心理学科は哲

学科や教育学科、1生物学科に属していた.

りで、この学問の本質の理解に苦しむこ

とが多かったなかで,比較的わかりやす

かったのが「応用心理学Jという語だ0たき

それはその語がヽ物事の細かい詮索よ

り、現実的取組を率先していることを示

しているようで、それが気に入うたから

である。「応用‐」という言葉からは、まず、

実学的な抱負が豊かに思い浮かべられた.。

‐学問の意味、意義について今更ここで

詳細に述べる気持ちはない。しかしヽそ

の実学的な意義については、「応用′≧ヽ理

学研究J35巻 1号、編集後記に記され

ているように「SollenJ的視点を重要視

していこうではないかとの趣意に賛意を

表したいも

私は長 く教育の現場に関わってきた。

幼 くは幼稚園から(4ヽ 学校、中学(高

校、大学、その職務としては、第一線の

教員から管理職と、いろいろな経験をさ

せていただいてきた。そして最近は個人

的に心情相談にあずからせていただいて

いる。この間常に思うのは、生きている

人の1援助には、観察■分析等の時間的余

裕はないということである:こ―の人々へ

の対応は、少し待ってからというのでは

始まらない、「SdhJ‐ と しての基礎的な

情報く技術、装置等の大切さはいうま|で

も―ないが11生きている人を対象とすると

き「観察Jや「待ち」の時間は考えられ

ない。応用心理学はそのよう.な社会‐的責

務を担うているものである。「観察」は

あっても.そ れは働きかけと同時■体のも

のとして行われる:| ‐| |■ ■ ■

それぞれの「クロスロード」

1私は今ヽ85才。小学校を卒業して 70

年余になる6そ して、ここ数年t同じ小学

校のクラスの卒業生とt年に数回lal級1会

を開いているも今は6人ほどが常連であるo

半日の交友のなかに、1日交を温めヽお

互いの健康をいたわり|、 日々の充実を励

まし合い、それぞれの生きがいを確かめ

合ってt満たされた心で511れ てゆく
`時

折のこの会は、我々の人生の■つの「ク

ロスロニドJ、 1再生の1場所となうているも

「クロスロ■ドJが.(そ
―
の場に集う人々

の充電、1白 ‐らの同■性や1生甲‐斐|の確認が

果たされてゆく場所|で
―
ある|な ら1よ―|それ

はtま さに人々の未来につな|がる礎に

なうているもの、といえよう。人それぞ

れの「クロスコードJ‐に幸せ、あれ6

奥沢良雄

| おくさわ 。よしお

1951年東京理科大学教

育学科 1心理学科)卒業t

埼玉大学保育学科・大妻

女子大学教授、同狭山台

校主幹:筑波大学 :早稲

田 大 学 非 常 勤 講 師 :

1965年(フルブライ ト

研究員 (南イリノイ大、

カリフォルニア大 )。 元

犯罪心理学会役員:日 本

応用心理学会名誉会員。

臨床心理士(元東京者「教

育委員会スクールカウン

セラー。現在、関東医療

少年院・府中刑務所の篤

志面接委員(同全国連盟

役員さ面接相談開業ι
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「エコとしての心理学史」の重要性
高砂美樹

応用心理学から基礎心理学へ

最初に編集部からいただいた仮題は「基礎心理

学から応用心理学へJだったが、現在の専門であ

る心理学史が応用心理学とは思えず、あえて逆転

させてみた。

実験の日々 :基礎というより応用 ?

私が筑波大学の人間学類 (現 :心理学類)へ入

ったころは、心理学に関心があったとはいっても、

現在の臨床心理学のようなものではなく、睡眠の

大脳生理学のようなものを研究してみたいと漠然

と思っていた。臨床心理学というのは床という文

字が使われているから睡眠と関係があるはずだと

思い込んで、書店で臨床がらみのテキス トを立ち

読みしてみたが、まったく興味がわかなかった

(そんな自分がいま臨床心理学研究科を教えてい

るのは皮肉なものである)。 おまけにヒトでは睡

眠といっても脳そのものを扱えるわけもなく、心

理学でできることは限られていたので、やがて、

生理心理学の研究室に出入りするようになった。

気がついてみるとラットを相手に研究をする

日々で、80年代をまるまる筑波の地で過ごした。

ラットであれば脳研究ができるのだが、私が選ん

だテーマは学習をベースとした行動の変化で、そ

れが脳内の ドーパミン系とどう関係があるかとい

うものだった。先行研究にならって、6 0HDA
という神経毒を仔ラットの脳内に投与し、成体に

なるまでの長期間にわたって縦断的に行動の違い

を検証するのだが、この脳内の ドーパミンが減少

したラットは今でいうとADHDのモデルの 1つ

でもあった。80年代はまだ DSM―Ⅲから DSM―

Ⅲ―Rの 時代であ り、その ころは ADDと か

ADDHと よ ば れ て い た が 、 ま だ 一 般 の 人 が 知 る

:‐FTl‖ザTイ‐

が難しいといっていたことを覚えている。学位論

文はこの 6 0HDAを 新生仔期に投与されたラッ

トの行動変化をまとめたものである。

動物実験というと基礎心理学のように思われる

かもしれないが、実際の研究テーマが臨床モデル

ということもあり、発表する雑誌や学会も精神薬

理学や神経科学の領域が多く、そういう意味では

限りなく応用心理学に近いものであった。実際、

日本経済がバブル期を迎える 80年代後半になる

と、研究室の先輩は相次いで製薬会社に勤めるよ

うになっていた。今でいうところの認知症の薬の

開発に、動物を用いた記憶の実験が欠かせなかっ

たからである。

1991年 になると合衆国ミシガン州アナーバー

市に住み、同市内のミシガン大学医学部にある行

動薬理学の研究室でポスドクとして働いた。ここ

は薬物依存が形成されるかどうかを動物実験で検

証しているところで、行動分析が基本にあるため、

Woods教 授をはじめとして研究室には心理学者

が多かった。やがて 2年も満たないうちに日本に

戻ることになったが、その頃にはバブルもはじけ

て、製薬会社での就職も厳しくなっていた。それ

でも大学で任期付きの技官や助手として働くうち

に、縁があって八王子の短大の講師として赴任す

ることになった。

実験から歴史ヘ

短大講師 というのは何でもあ りの世界であ り、

教育心理学や臨床心理学などもある程度こなせな

いとならず、今までかなり専門的になりすぎてい

た自分の知識を再構築する日々が続いた。おまけ

に、研究環境がそれまでとはがらっと変わってし

まったので、自分は何をこれから研究するべきか

について考えを決めないとならなかった。予算が

つかないので、実験系は厳 しいかもしれない。か

■
キ
”
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日本応用心理学会の未来を担う期待の若手ホープを紹介します。

独立行政法人国立国際医療研究センター病院
エイズ治療 0研究開発センター
財団法人エイズ予防財団リサーチ・レジデント

飯田敏晴
は自己紹介

はじめまして。私の日本応用心理学会とのご縁

は、井上孝代先生のおすすめにより、2004年度

の入会から今日まで続いています。入会当初は、

修士課程に入学したばかりでまさしく右も左もわ

からない状況でした。明治学院大学は、実践と研

究の両面を重んじる教育モデル (ボールダー・モ

デル :The Boulder Model)を 大切にしており、

私の職業的発達に大きな影響を及ぼしていると思

いますし、学会でお会いした多くの先生方、先輩

方からの励ましや建設的なご意見によって、なん

とか今日まで歩んでこられたように思います。

は研究紹介
瘍 学部時代

私は、人間が自身の力では解決できない問題に

直面した際に、周囲の援助資源に援助を求める行

為 (Help Seeking Behavior)に 関心があります。

卒業論文執筆時には、大学生が周囲の援助資源に

援助を求める意図を低減する要因に着目した研究

を行いました。人に援助を求める行為は、時とし

て自身の否定的な情報の開示 (Distress Disclo

sure)を伴い、援助を求める行為自体が脅威とな

りうること (Treatment Fearllllness)か ら、 こ

れらの要因が援助を求める意図を低減するという

仮説のもと調査研究を行いました。仮説は概ね支

持され、その成果は、第 71回大会 (日本大学 大

会委員長 :嘉部和夫先生)において発表しました。

螂 修士課程在学時

修士課程在学時は、子どもの心理社会的問題の

深刻化を防ぐために、保護者が早期に問題を認識

し、適切な時に援助を求めることができるよう、

保護者の専門機関に援助を求める行為に対する態

度を測定する尺度を作成しました。中学生の保護

者を対象とした調査によって、尺度が完成し3つ

の因子を見出しました。すなわち、①専門機関に

対する不信感、②親としての脅威、③子どもへの

影響、の 3因子です。その成果は、第 47回 日本

教育心理学会大会 (岡山大学 大会委員長 田中宏

二先生)に おいて発表しました。

晰 修士課程修了後～実践ヘ

修士課程修了以降は、いくつかの医療・福祉領

域の現場での心理臨床活動に従事しています。そ

の活動を通じて出会った 1人の HIV陽性者から

聞いたことが、今日の研究テーマとなりました。

HIV/AIDSは、以前の「感染 =死」という疾患か

ら、多剤併用療法 (HAART)の 開発によって医

学的なコントロールが可能な慢性疾患扱いとなり

ました。このため、以前と比べ、さまざまなライ

フサイクル上の選択肢を減じない形での生活を過

ごすことが可能となりつつあります。しかし、根

強い偏見が未だ存在 し、HIV陽性者の生活の質

の向上に資することは喫緊の課題であるといえま

す (飯 田・いとう・井上 ,2010)。 私がこの方か

らお聞きしたことは、当事者の方が人間の性行為

について触れた講演に参加された際の講演内容と

ご本人の心情に触れるものでした。講演では、医
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1謬
同志社大学大学院文学研究科

||む
かしからの疑間

私は小さい頃から戦争や難民問題、人種差別間

題、宗教間の紛争などに興味をもっていました。

テレビや雑誌などに映された恐ろしい映像をみる

たびに、「何が人々のこころをひとつにし、何が

人々のこころを隔ててしまうのだろうJと いう疑

間を抱いたのを覚えています。そして、大学 2回

生のときに起きた米国での同時多発テロやその後

の戦争が、再び同じような疑間を生じさせました。

10ア
イデ ンテ ィテ ィに興 味 をも つたわ け

大学 4回生時に、交換留学生 としてカリフォル

ニ ア大 学 ロサ ンゼル ス校 (University of

Ca�fornね ,Los Angeles)で 学ぶ機会がありまし

た。UCLAで 開講されている心理学の授業数は

驚 くほど多く、一般的な講義から専門性の高い授

業まで幅広いというのが特徴です。また、大教室

での授業であったとしても、教授が隈なく教室中

を歩きまわ り、気さくに生徒 とのディスカッショ

ンに応 じてくれます。さらに、自開症に関する授

業であれば、実際に自開症のお子さんを教室に呼

び、セラピーの状況を実演するなど、テキス トだ

けに頼らない授業もたくさんありました。他国の

学生 とのディスカッションはもっとも刺激的で、

多様な意見を聞くことで、普段は疑間に思わない

事柄に関しても改めて考える機会を得ることがで

き、より広い視野から物事を捉える姿勢も身につ

けることができました。

しかし、一歩街に出ると、日本では経験 したこ

とのない状況にたびたび遭遇 しました。「アジア

人であるJも しくは「日本人であるJと いうこと

が原因で生じる対人問題です。アジア人であるた

めに差別をされたり、お店では無視をされたりと

いったこともありました。このような経験をする

たびに「日本人としての自分とは何だろう ?J「 ア

ジア人としての自分とは何だろう ?」 と考えるよ

うになりました。まさに、アイデンティティ問題

に直面したわけです。

そんな折、UCLAで の講演会を聴きに行 く機

会がありました。哲学者や教育者、宗教学者等が

集い「どのように世界平和への道を築いていくベ

きか」というテーマで議論するというものでした。

そこでは、「21世紀においては、戦争という概念

自体がもはや時代遅れだ」という点と、「平和の

ための活動や政策は非常に重要ではあるが、真の

平和が築かれるのは世界中の人々が政策などの外

的なものではなく “自己"に 目を向けるようにな

ったときだ」という2点が一致した見解として主

張されていました。この講演を聴き、自分が日常

生活のなかで直面している問題と、長年疑間に思

っていたことへの答えは “セルフ (self)"や “アイ

デンティティ"と いった自身の中核となる部分に

隠れているのではないか思うようになりました。

これがアイデンティティに興味をもったきっかけ

です。

|1私
の研究内容

以前はアイデンティティの文化比較研究を行っ

ていましたが、現在は勤労女性の仕事とのかかわ

り方をアイデンティティの視点から検討していま

心理学専攻

渡遅



ZIZ―10Z`8予
`K5010ЧЭASd J0 12ulnof

uマIAOulpu2ЭS EUIoq IIЭ
A｀ ЭA1lЭЭ「qns Puじ uol120npo .o5じ

01 uOIマIЭI SlI:Aユ!luopl luЭЭSЭ10pe JO uollじ■801uI Iじ1leds

OЧ■(Z00Z)МVO`S1012Lu「Iゼゼとり'v`」00H UPA

Tl召:皿重判Y■国■「曇暉嬰丁目国」(900Z)JttM

0準
渠、nsァ87f,、122下リコ3■,ユηN/「/

責才車弯肇認環舞豊々日
｀
、リニ

=G ttF,ユ
互峯摺、nη毒

°
準革Q潤22留ユ耐躍⑦砂↓、年「年ヽヌn2η準

期摯酪Ш濯ツ準璽曰コ1軍69ヽりヽり⑫ア童■⑫軍|′尊
｀
イ,C璽醜7図壷⑦硼認図壼″壬″子κ

`ン
∠2

η2卜はnJ｀こ、リコ⑫,°準二0ヽ2η昂発、字図董

身準PI♀
｀
Pコ喜単⑫l―多各緻尋尋ヨ,半米Ⅵ

百早0図壼毎日撃到T,凛ヨY―L~乙ン4⑫軍|′浮

配還0砂6了

O準
準、nュ

υ9彰母音響nヽ漱掏面7C、nァゥン百、り軍υ♀⑦

早靭⑫″壬″

`κ`′
∠2CF2トリOPヽγ9ヽn、リ

躁P■
｀
■2Cマユ薫|′浮而撃躙ツ米諄QL｀P19♀

°
準ユ⑫,コ冨準,7狗聾静軸、り¬′り舅⑦醜図話ツ

準忌独Pl酢ヨY―E乙ル
`｀

Pl lマい077準酢

ヨη「撃識米諄」Pコ,ヽn軍、り里iJ暉彫Y縣⑫″

` ″

`κ
エル∠

｀
マ⑫P,0箭、nコ、n2-l酔車認軍と

｀
アウ身P,コ聾軍と、リツフア

°
準準η�ヨ摯「撃

躙り米騨」PF卜nり、7里「ョ暉豊りY祥⑫′壬′壬κ

` ル∠
｀
〉身り□Pトリツ、n2■段FIJ P r'υPそ箭勁

｀
F'2η晶コ1狗熙箭激

｀
コYアツ

Ctt 
η
=G身

ア、年

■腑、リア⊇9、nュγ青稼縁咎1、今ヨ⑫)#ヨY一E
乙ク40、7コ、neqョ国コ1畔摯、リア刑′壺軍⑦狗熙

嬰丁ア″壬″

`κ
ェク∠

｀
9ヽり影控⑫ユ翠レ⊇

0準
準、n2γキァ、7ヽnttF,ュ⑦ッ♀ユ、リア⊇準喜

摯羽̀叩軍nヽηttPl影迎″壬″

`κ
エク∠

｀
6fP,

ア⊇ツυYG猫み単辟身期早緋
｀
977C、年身⊇

2υ♀、7彫控PγPF,F,ユq tt P4“事誹"⑫′

` ″壬κエク∠
｀
7準

°
準準6身21弾L、77⊇ツγ

酢孜Y回ナ⑫,9ヽり洋理2認ηJ目6TP性洪丁真日
｀
こ

ア⊇ツ準程洲尋″壬″

`κ
エク∠⑫単針狗聾妻■

｀
〉身F,2″

`″
壬κェク∠7ηコノ勤コη購秘⑫P身

ル

`″
壬イェク∠酢魯

°
z二準レ♀

=型
アウ1ヽ2

υtte靭219ィ⑫I図
｀
6鉢2η⑭猪P,′壬″

` κエル∠⑫2~1 7 Nlll↓回卜nttυ9 9ァP,計⊆、nァ

狗聖嬰丁ピ1ン壬″壬κエク∠⑫単勤P,狗導妻丁

⑫⊇°
準準0ヽ2ηコ郷認′壬′壬κ

`″
∠⑦単勤

コ狗聖⑦夕
｀
η町夕21狗聖嬰丁身準P準♀F'77

W°ニユア⊇⑫P身「嘔暑∠″壬κ4W」「(P身

=酵
饗じγ)童nヽ昆J「軍と」「争勁J｀6貿ユ狗聖

F漁シヽ
'2η

]7多PI郭革日、777w｀F'7狗ヨ丼醸

17°二準nヽ2Cl″稼杉迎″壬″壬κ

`″
∠7υY

6迪稼琴�い07(lXЭlU00)コ聖里

`IF,ζ
tt W

｀
、リニ準6望、り箭下期¥挫身準PI♀P身単摯期翠

影ヨ丁⑫イムκ″漁4｀9 Plヽ

`�

聖醗]肇⑦⊇
°
準24r`■9準聾↓P,(「コヨン壬″

`κ`ル
∠J

「▼∠n14■J「ノ彩騨古」「準軒″

`″
壬κエク

∠」)漁

「

壬γ⑦Cシ尋翠漱⑫″壬′

`κ`ル
∠9

年ヽ喜単⑫(ヽSりЭ)撤3アコ辞⑫(lUЭ
luュIШIIIOЭ

)

「]鄭｀
準,響酢]耽⑫⊇7♀2レ9、n

田〉コ,PCつ、゙γ

`fη
ムnttFD⑫ 9ヽA〉多

、り軍準用nヽ3尋(10pom sn131s Al,uЭPI)燿酢勁

碑⑫キ4-ムニ準
｀
アいn7″壬′

`κ`ル
∠

°
準準1ヽ2

η程洲21助昇弓9、年身中3つЧκンル乙″
`7C 、nァ

“コ甲"む“騨早ツ"｀み璽曰⑦η″壬′壬κ

` ル∠ア酢ヨY―E乙ク

`,2画
｀
F,W°ニユY―

E乙ル4⑦C8⑦「Y―E勁]Jシ準勁]Pl撤認

コ甲(8)2■2「`Y―E業職量JシヨPl童■0

7ヽユη躍幣ア0、りLf某
｀
υ理日γヽ童]P,撤認翠甲

(Z)「`Y―E撃躙ツ業騨J,(1撃認童■lЭ砂翼甲(I)

CIttfυ
,(1菜、年Y―E⑫C8⑦上�P,T｀F'2

■アY―E乙ル
`ツ

シη酢]、り珊′浮⑫国、り9°草

早響ル壬ル壬4`ン∠7ツY6准2駒鄭呈(■ L国

°
9、32つγ控2ヨロ⑦P′壬夕壬く

`ル
∠アごヨY―匡乙ル姿

｀
21髯

“

P恥浮Y筆
｀
9γ9準櫂w2軍6q、γ、γ⑫ア童]⑦革1尊ツニコル聟夕

°
中薫翠21己震師勁平罫⑦

越彰控回F口首
°
■●恩運師興平卦t%控薫革罰薫YttY■阜回

｀
↓800乙

°
(∫薫2ヽ¬O∩2つア

T薫昌緋尊ギ|↓レ00乙～800乙)業孝燿薫¥薫¥■翠回
｀
■900乙

°
レ準T音冒鯉OltlマQ・、身79

ル壬ル壬4`ン4r

⑦単針D胸聖嬰T
ル壬ル壬4`ン∠

⑦単勤8駒熙嬰T
ル壬夕

`4`ン
∠

⑫単卦∀駒聖嬰耳

ル壬夕壬4`ン∠

⑫2ηマⅥ↓回,



:謬
株式会社ベネッセコーボレーシヨン

大学支援事業開発部

主任研究員・商品デイレクター

藤浦勧朦)芳江

は
学校・家庭から社会に出る支援を

2004年 より今の仕事を担当し、多くの大学生、

先生方や職員の方とお会いするようになりました。

そこで学問的背景も身につけたいと考え、2006年

4月 に仕事との両立が可能な放送大学教養学部に

編入し、卒業後、2008年 4月 に放送大学大学院文

化科学研究科に入学しました。大学院での研究テ

ーマは「大学生の社会移行不安とその支援方法に

関する研究Jでした。仕事は旧姓の藤浦で行ってい

ますが、大学は戸籍姓の加藤で在籍していたので、

今回は藤浦 (加藤)で書かせていただいています。

は
「大学生の社会移行不安に関する研究」の概要

現代の大学生は、社会への移行に対してきまざ

まな不安や悩みを抱えています。そのうえ、2008

年秋以降の世界的不況の影響を受けて雇用状況は

ますます厳しくなっており、大学生の社会移行に

対する不安は高まりつつあるといえます。大学現

場でのキャリア形成支援は常に進化を続けていま

すが、学生が抱えている不安にそれほど着目する

ことなく、情報提供やスキル中心の支援が行われ

ることも少なくありません。そこで、本研究では

大学生が社会への移行に関してどのような不安を

抱いているのかの実態把握を行い、それを踏まえ

た支援のあり方および支援者に求められる資質・

能力の提言を目的としました。

このために 【調査1:大学生の社会移行不安に

関する質問紙調査】を5大学867名に対して、【調

査2:大学生への面接調査】を4大学 19名 に対し

て、【調査3:キャリア形成支援者への面接調査】

を 4名に対して行い、【仮説 1:「社会移行への不

安Jは大学・学年・学部系統によって傾向の違い

があるのではないか】【仮説 2:「社会移行への不

安」に対して、大学への入学理由や現在の大学生

活に対する気持ちは影響を与えているのではない

か1に対する検証を行いました。その結果、「社

会移行への不安」は大学 。学年・学部系統にはそ

れほど関係なく、大学への入学理由や現在の大学

生活に対する気持ちと関係があることがわかりま

した。また、程度の差はあるにせよ自分なりに将

来の進路イメージを持っている学生が多く、「何

も考えていない」学生は少数という実態でした。

は
調査 結 果 よ り

誌面の都合上、調査 1の全体集計結果を少しだ

けご紹介したいと思います。大学入学理由は、学

部系統による違いが大きく、理工学系統や人文科

学系統は「大学でやりたいことJを、社会科学系

統はその先の「社会に出てからJ「 就職Jを重視し

ている傾向がありました。また、現在の大学生活

に影響を及ぼす要因は「人間関係Jが第一位、続

いて「学業面J「進路面Jと なりましたが、学年が

上がるにつれて変化します。大学卒業後の進路を

考えたときの気持ちとしては、「今のところ不安

はない」は 56%し かおらず、ほとんどの大学生

が何らかの不安を抱えていることがわかりました。

その内容 (複数回答可)は 、「自分の希望する進路

にきちんと進めるか不安だ」489%、 「自分にあ

った将来の進路を決められるかどうか不安だJ
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図1 看護職が関与した医療事故報道
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～看護師をむしばむ医療事故への不安～

赳撲諄 71不閂
割

医療現場とリスクマネジメント

郎:看
護師たちが離職を選ぶ本当の理由は?

近年、看護職の離職が危機的な問題 として注日され

ている。2007年 度の 46,342名 の新卒看護職員の内、

92%が 1年以内に離職 している。人数にすれば 4,264

名であるが、看護師学校養成所 {定 員 30名 )の 143校

分に相当する.新人以外の常勤看護職員の離職率も、

126%と いう結果であるc

離職の背景に医療事故への不安があると指摘されて

いる。実態調査
1‐

によれば、看護職の全体の 616%が

「医療事故を起こさないか不安Jと 回答、24歳未満で

は 811%、 29歳未満では 709%と 年齢が低いほど著

明である.一方で、仕事を続けてい く上の悩み上位 4

位のなかに「配置部署の専門的な知1識 技術が不足し

ている」「基本的な技術が身についていないJ「事故報告

書を書 くことJと いう悩みがあがっていたことも注日す

べきである。他調査結果
2'で

も、看護職の退職理由の

うち、表向きは他病院へ勤務という退職理由が第 1位

であったが、その本当の理由は「医療事故や責任の重

さへの不安」であったと回答している人が多数いた。

ところで、看護職が関与 した医療事故報道の結果
31

では、その事故の多 くが医学的処置・管理であるが、

看護師独自の業務である日常生活の援助に関する事故

も毎年 10件程度報道されている (図 1)。 他機関の調

査
41で

も、病院における医療事故の報告件数は、毎年

増lluし ている (図 2).安全管理の視点では、多くの事

故報告書が出されるほど、今後の事故を未然に防ぐこ

とができるとされている.事故は知識・技術の未熟さ

にあるとされており、結果的に看護師にとって事故報

告書を提出することが大きな負担となっているという

現状がある。たとえ事故を予防するために提出してい

る事故報告書であっても、看護職の不安を増強させる

ことになっていることは課題といえる。

|:医
療事故問題での応用心理学への期待

医療事故のなかには、1人の看護師だけのミスが原

因だと考えられる事故もある。 しかし、単純に当事者だ

けが原因と決めつけられない事例もある。たとえば、セラ

チア菌による院内感染による 7名 の患者タビ亡事故
Dナ

の原

因は、り,ミ 滴の留置針が患者の身体に長時間刺さったままで

細菌にさらされやすい状態であった。この事故の場合、石

護師に責任を求められているが、看護師たちは院内感染

のガイドラインの存在すら知らされておらず、その病院の

慣習で処置を行っていたことに基づ く事故と考えられる。

次に、人T呼吸器で使用する蒸留水の薬品ラベルをみ

ずに、エタノールを誤注入 した死亡事故を振 り返ってみ

よう。京都地裁一審判決では、看護師本人たちが薬品ラ

ベル確認という基本的注意義務を怠ったと業務 L過失致

死罪 という判定が行われた.そ の後、大阪高裁控訴審判

決では、控訴は棄却されたが、弁護上側が主張 した、看

護師の業務量の多さと指導体制や教育体制が不十分さの

調査年

一 日常生活の援助  |■

― E‐I学 的処置・管理 ||

― 情報と耐    T

―
その他     二
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常磐大学人間科学部

1姜全|‐
1皓彙||‐最ウ組ん||ヽます|‐ |‐

申研究室は、安全心理学、産業・組織心理学、

人間工学を扱っています。主な研究テーマは白

然災害時の情報提供 と共有方法、緊急時の退避

行動、ヒューマンエラーと事故防止対策などで、

最近はもっぱら自然災害に関わる情報共有のあ

り方や、ヒヤリ・ハットマップによる情報提供、

災害時の避難などを研究 しています。また、ゼ

ミ生は現在 3年生 9名 、4年生 57iの 14名で、

一緒に楽 しく研究を進めてお ります。

ロアメとムチのある教室一一最近の教育方針

申ゼミでは、普段から社会人としての基本姿

勢や常識を必要以上に重視 しています。なぜな

ら学生を伴って災害現場に出向いたときに、被

災によって辛い思いをされている方々に失礼が

あっては大変だからです。実はここ数年、私自

身の常識 と学生の常識の間にかなりのギャップ

があるように感 じています。教員に対する距離

感や言葉遣いなど、他大学の非常勤でも感 じる

ことがありますので、わが校特有の問題ではな

いようです。そのようなわけで、ゼミ生には社

会人として必要な礼儀や常識、質問やメール文

書の掟 (?)な どを指導 していますが、これら

は彼らが卒業 した後に必ず役立つものと信 じて

います。

本来の研究指導も学生にとっては辛いようで

す。春セメスターにヒューマンエラーや事故に

関する本を 2～ 3冊輪読 しているですが、ゼ ミ

生のスキル向上のために、最初の 1冊は全員が

毎週 レジュメを作成することになっています .

毎週課されるレジュメを通 して、ゼミ生は論文

や資料の読み込み方や要約の仕方をブラッシュ

アップしていきます。また本読みと平行 して新

聞や雑誌に掲載される事故記事を毎週取 り上げ、

各々が持ち寄った事故について原因と対策を話

し合っています.現在はこの他に、机、椅子、

ドア、廊下などさまざまなモノのサイズを測 り、

使い勝手の評価を教室の内外で行 うこともあり

ます。課されるものも多く、ゼミ生にはかなり

きついようですが、よい経験になっているよう

です。また、あ りがたいことに 4年生も授業に

参加 し、時間外には陰で 3年生を指導 してくれ

ています。

ここまで記述す

ると、ただ厳 しい

だけのようにも思

えますが、授業中

は机の真ん中にゼ

ミ生が持ち寄った

数種類のお菓子が

並び、お菓子を食

べながら和気調々

と進められていま

す (写真 1)。 定期

的に飲み会や合宿

もあ り、3年 ・4

年の隔てのない仲

の良い雰囲気でや

ってお ります。ま

たこれまでに複数

写真2研究所見学 ((独)防災科学技術研

究所 大型降雨実験施設、大型耐

震実験施設などを見学)

l申 紅 仙
鰹 婢 畑 稽 縦 棚

写真」ゼミ授業風景

お菓子を食べながら
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年 90名程度です。基礎 。応用心理学領域には、

伊田政司教授 (計景心理学、応用実験心理学)、 森

山哲美教授 (行動分析学、学習ソ醸理学、比較り己、理

学)、 伊東昌子教授 (認知心理学、環境情報り己、理学、

熟達科学、ユーザエ学)、 中の 4名 の教員が所属

し、カウンセ リング領域には渡邊孝憲教授 (臨

床心理学、人格心理学)、 濱 I崎武子教授 (臨床心理

学)、 秋山邦久准教授 (臨床,こ、理学)、 島田茂樹准

教授 (教育臨床学、行動分析学)、 馬場久美子准教

授 (臨床心理学、異常心tH4学、家族心理学)、 永野

勇二専任講師 (臨床心理学)、 菅佐原洋助教 (発達

障害Jι臨床、応用行動分析、脳機能研究)の 7名 、

心理学準備室 1名 の 12名 体制で学生指導にあ

たっています。各教員の研究領域をみてもおわ

か りのように、本学科でカバーされる研究領域

は、知覚、計量、学習などの基礎領域から、環

境、産業・組織、臨床などの応用分野まで幅広

い領域をカバー しています。また、本学大学院

人間科学研究科修士課程 (第 3領域)|よ 、臨床心

理士指定大学院第 1種校に認定されています。

|きめ細かい指導カリキュラムと充実した環境

授業カリキュラムの特徴 として、1年次から

心理学を学ぶ機会が比較的多く用意されている

ことが挙げられます。たとえば 1年次の「基礎

ゼミナールJでは、ノー トテイキングや文献検

索、レポー ト作成などの受講スキルだけではな

く、心理学科各教員から各研究領域を紹介 して

もらう機会が設けられています。受講生は、こ

のような機会を通 して専門科日を履修する前に

各領域をイメージすることができます。また「え、

理学史J、 「心理学概論 J、 「カウンセリングの歴

史」なども 1年次から受講することができます。

もう 1つの特徴 としては実験・実習が挙げら

れます。心理学科の実験 ・実習といえば、心理

学科学生なら避けて通れない科日であり、数々

の実験 と検査 とレポー ト作成をこなす 2年次の

通年科目が一般的かと思います。わが基礎・応

用心理学領域では、3年次にもさらなる実験実

習が用意されていますc特に 3年次の秋セメス

ターには、テーマごとに分かれて実験または調

査を行います.実験内容、刺激、教示文、実験

参加者への協力願いにいたるまで全て学生たち

がこなすことを求められるため、学生たちはか

なり辛い状況に陥ります。この結果は、最終週

にグループごとに発表会で報告しあうのですが、

教員としても、真摯に取 り組んでいる姿に学生

たちの成長を感 じられるため、指導が大変です

が楽 しみにしている部分もあ ります。また、カ

ウンセリング領域では、パーソナリティ・アセ

スメン トやカウンセリング特講などが用意され、

カウンセ リング・スキルを向上させています。

こうした特色あるカリキュラムは、卒業研究に

向けての実力向上に大いに寄与 しています .

次に実験設備ですが、本学科には動物実験棟

があり、ハ トの飼育 と実験を行っています。飼

育には学生が中心 となり動物達の健康 ・衛生管

理を行っていますし、行動観察やシェイビング

など、心理学科ならではの研究に取 り組んでい

ます。またそのほかの実験装置には、非接触型

アイカメラ、GSR、 騒音計、照度計などの計測

器も備わってお り、研究や学生指導に役立てて

います。

このように常磐大学人間科学部心理学科は、

規模は大きくないかもしれませんが、学生達の

自主性を重んじ、きめ細かい指導を心がけてお

ります。お近 くにお越 しのおりには是非、研究

室に遊びにいらしてください (写真 4)。

写真42010年度申ゼミ (個性溢れるメンバーばかりです。

ぜひ遊びに来てください。お菓子を準備してお待

ちしております。)[常磐大学人間科学部ゼミ紹介誌

「SOS(セミナーオブセミナー)』 より]
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関 陽子 (せ き・ようこ)01985年に科学警察研究所に入所し、法科学第一部文書研究室

に配属される。1999年 に文書研究室長となる。2003年 に内部の組織改変により文書研究

室の業務が法科学第四部情報科学第二研究室に移行されたことに伴い、法科学第四言『 情報

科学第二研究室長となる。2008年法科学第四部付主任研究官となり、現在に至る。人間

の熟練した技術の数量化に興味をもつている。

学捜査についての研究および実験並びにこれら

を応用する鑑定および検査に関すること、少年

の非行防止その他犯罪の防止についての研究お

よび実験に関すること、交通事故の防止その他

交通警察についての研究および実験に関するこ

とJの 3つの事務を行 うと定められている。

科学警察研究所は犯罪捜査のニュースなどに

よく登場するので、科学警察研究所は犯罪捜査

に関する研究や鑑定だけを行っているところと

いう印象をもたれるかもしれないが、警察法の

さだめのとお り、犯罪捜査に関する研究や鑑定

のほか、犯罪や事故の防止のための研究や実験

も科学警察研究所の業務であ り、その意味で、

科学警察研究所は犯罪科学に関する総合的な研

究所であるといえる。また、上記の所掌事務に

関連 して、各都道府県の科学捜査研究所の鑑定

技術職員を対象 とした研修や指導も行っており、

鑑定技術の高度化およびその普及にも力を入れ

ている。

日研究部および附属鑑定所の活動

科学警察研究所では、■■究、鑑定、研修の活

動は、主に 6つの研究部 (法科学第一部、法牟1学

第二部、法科学第二部、法科学第四部、犯罪行動

科学部、交通TAl学剖
`)と

附属鑑定所が行っている。

本稿では、6つの研究部 と附属鑑定所の概要を

ご紹介することにより、科学警察研究所の活動

のあらましをご紹介する.

法科学第一部では、犯罪の捜査に関連する生

物学の研究や実験、鑑定 ・検査を行っている。

具体的には、毛髪や皮膚片などの個人識別法、

骨や歯などの個人識別法、防犯カメラ等で撮影

された顔画像の個人識別法、血痕や体液斑の証

明、血液型による個人識別法、DNA型 分析に

よる個人識別法、バイオテロや生物剤を用いた

犯罪に対応するための検知法などに関する研究

開発と、これらを応用した鑑定・検査である。

法科学第二部では、犯罪の捜査に関連する物

理学および工学の研究や実験、鑑定・検査を行

っている。具体的には、ビデオ画像などを用い

た画像計測法や画像処理法、レーザー光を用い

た指紋検出法、大規模火災などの燃焼実験や燃

焼解析、爆発物の分析や威力評価法、列車など

機械構造物の破壊事故原因解明手法などの研究

開発や、これらを応用した鑑定 。検査である。

法科学第二部では、犯罪の捜査に関連する化

学の研究や実験、鑑定・検査を行っている。具

体的には、覚せい剤などの乱用薬物や毒物の分

析法、ガラス片や繊維片などの微物の分析法、

化学兵器用剤や有毒性ガス検知法などに関する

研究開発、これらを応用した鑑定・検査である。

法科学第四部では、犯罪の捜査に関連する心

理学および精神医学の研究や実験、文書類や偽

造通貨の鑑定に必要な技術の研究や実験、これ

らのほか犯罪の捜査に関連する情報科学の研究

や実験と、これらを応用した鑑定・検査を行っ

ている。具体的には、ポリグラフ検査に関する心

理生理学的な研究、筆跡鑑定や印章鑑定に関す

る研究、改ざん文書の検査法、偽造印刷物検査

法、偽造通貨鑑定、音声による個人識別手法、

音声の明瞭化 (防犯ビデオに録音された犯人の音声

の明瞭化など)手法などの研究開発と、鑑定・検

査である。法科学第四部の研究は、人間が学習

により獲得した個人特徴をもとにした個人識別

に関するものであるがこの分野は、心理学や脳

研究、情報工学との共同研究により成果が期待

されている

`)野

でもある。

犯罪行動科学部では、少年の非行防止や犯罪

の防止に関する研究や実験、犯罪の捜査の支援

〓
一〓●
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,|●この夏が大変悩ましいものになってし
.ま|う |たも|

‐‐1私が日本応用心理学会の会員になったの

は、助手として自梅短大に在職しながら早

稲田大学の大学院で学んでいた頃のことで

あるc白梅の教授でいらっしゃった大脇園

子先生に勧められたのがきっかけであった。

大脇先生は当時、電話回線に入ってくる雑

音の効果についての実験をされており、私

はそのお手伝いをしていた。しかしその後

大脇先生はEil梅 を去られ、私と応用心理学

会の関わりは途切れてしまい、長い問会員

とは名ばかりであった。それは私が応用心

理学というよりも、学習や思考心理学の基

礎研究を領域としていたからであるcしか

し応用心理学会の大会を自梅で開催するこ

とが決定したときから、応用心理学会との

関わりが再び始まった。当時たまたま学科

長をしていたために私は大会会長をお引き

受けすることになり、これをきっかけとし

てあらためて、応用心Tlll学会と深く関わる

ことになった。

それ以来昨年までほぼ 20年 、今は立止

人の心理学部長である齊藤勇氏と大学生の

社会的欲求や帰属についての研究を毎年欠

かさず大会に発表してきた。応用心理学的

な研究との接点のなかった私が、このよう

に研究の面でも多少とも関わり続けて来ら

れたのは齊藤先生のおかげである.こ れに

は先生のお嬢さんと私の息子とが保育園で

一緒であったという幸運なおまけがついて

いる。電話では、研究の打ち合わせの傍ら、

よく息子と娘についての情報交換をしたも

のである。齊藤先生には大いに感謝してい

る。

この春私は定年を迎えた。考えあぐねた

末に退職記念講演のテーマを、“私の愛 し

た微小予期目標反応 :行動心理学と認知心

理学の狭間で"と したのであるが、まった

く独 りよがりなテーマである。「微小予期

目標反応Jと はなにと思われる方がほとん

どであろう。これは条件づけを基本として

学習理論を構築 した Cハルが提唱した内

的反応の一種である。このテーマで私は、

条件づけを基本とする学習心理学から認知

心理学へと傾いていった私自身の思考過程

についての苦い思いを話 したのであるが、

まったく応用心理学的な話ではない。

2006年 に文京学院大学で行われた大会

の特別講演は、京都大学霊長類研究所の松

沢哲郎教授の『進化の類人ヒトとチンバン

ジー :子育てと親子関係』であった。チン

パンジーの母親が育てた子どもの認知発達

的研究について、知識や技術の世代問伝播

の研究が紹介された。その際私は松沢教授

に、チンパンジーの親子間や個体間の行動

の理解に、観察学習理論による説明はされ

ないのですか、というような質問をしたこ

とがあるcかなり以前に NHKで放送され

た松沢先生の「ことばを覚えたチンパンジ

ー」では、チンパンジーのアイがオペラン

ト条件付けの手法によってことばを獲得し

ていく過程が紹介されていたことから、な

にかそのような学習理論による説明がある

のではないかと期待していたからだと思う。

この質問のおかげで松沢先生からチンパン

ジーの素敵な絵葉書セットをいただいた。

もちろん、質問の内容に対 してではなく、

質問をしたこと、その行動に対してご褒美

を下さつたのである。講演が終わったとこ

ろで駒沢大学の小野浩一先生が私に、正確

には覚えていないのだが、「先生はやはり

学習心理学だったのですねJと いわれた。

私はこのとき「そうなんだなぁJと思い、

「見透かされているなぁJと 感じた。そし

て内心、「小野先生もそうでしょう」と反

応していたのではあるが。

私は応用心理学会に所属し、積極的にそ

の運営に関わりながら、専門は「学習・思
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去る 2010年 7月 11日 から16日 、第 27百 1国際

応用心理学会大会がメルボルンで開催されましたり

今大会では従来の発表形式である「シンポジウ

ムJ「パネル・ディスカッションJ「論文付き個人

口頭発表Jと併せて、新発表形式として「簡易国

頭発表 J「電子ポスター発表 (Electronic Post

ers)Jな どが加えられ、私はそのなかの電子ポス

ター発表で 2つの研究発表を行いましたc

鱚|力申|だ―IⅢメルボルン|‐ ||‐ |‐ ||‐ |‐ |‐ |‐ |‐
|‐

学会の開催は 7月 11日 となっていましたが、

飛行機の予約が取れず、日本を出発したのは 11

27回

一餞

蒻蕊1鱗鷲111●■
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ll畿‐1栂 1鰺][|
|1竃 ●1擁1豪,

写真1メルボルンのヤラ川を背に

用心理学会

冒|=:靱畑‐して

大森哲至
(横浜国立大学大学院

1国際社会科学研究科研究生)

目の夜 となりました。tt H時間の長旅を終え、

・・ 日の午前 11時半頃ようやくメルボルンに到着

しました.

空港から外に出ると、快晴でしたが南半球は冬

ということもあり、さすがに‖[寒 さを感 じまし

たcは じめてのメルボルンの印象は、 |「い建物と

新しい建物が混在し、美しさと斬新さを合わせも

っていました.そ して街の所々に白い木肌をもつ

ユーカリ科の大木が生え、イギリス調の街並みに

独特の雰隆1気を醸し出していましたc

ここでメルボルンの簡単な説明をしますと、オ

ース トラリア大陸の南東部に位置するメルボルン

はヴィクトリア州の州都であり、オーストラリア

全体ではシドニー (経り400万人)に次ぐ第 2の人

口を誇 ります (約 337万人).市内には 450も の

公園があり、別名「ガーデンシティJと も呼ばれ

ています.

また人日の 4分の 1が世界各国から集まってい

るといわれるメルボルンは、移民の街としても有

名です。そのため、ショッピング、グルメ、エン

ターテイメントなど幅広く世界各国の文化が展開

されていました。なかでもグルメについては、南

半球最大の「食の都Jと 称されるだけあって、何

を食べてもおいしいと感じました。メルボルンは

これまで (2002、 2004)「 ||[界 で最も暮らしやす

い都市Jに選ばれた街としても有名ですが、そう

したのどかな雰井1気やおいしい食事が、たくさん

の人々を引きつけるのだと納得しました.

鷺1今

“^|‐

未|||||"とな|‐1学会参||‐ |‐ |

初日は、簡単な観光を終え、午後にはホテルに

到着し、その後すぐに受付に向かいました。受付

は英語でということもあり、不安もありましたが、

スムーズにネームタグと1冊子、肩掛けバッグ (サ ッ

チェル)を渡してもらいました.そ して、EPosters

のブースヘ向かい、日本でアップロー ドした 2つ

のポスターの確認をしましたc確認方法は、サー

チの部分に氏名などキーワー ドになる単語を入れ

イlば検索が容易にでき、とても便利でした。そし

て、無事確認をすませ、ほっとしたところで、長

旅の疲れもあり早々にホテルに戻 りました。

2日 日、会場には朝早くからすでにたくさんの

人が訪れていました。私はまずポスターに関する

質問の確認をしようと思い、EPostersの ブース

ヘ向かいましたが、まだ質問などはありませんで

したcその後、会場の見学をし、昼食もとり終わ

った後、幾つかの簡易口頭発表を聞きましたcそ
|111‐

|■ ||||
|■■1■■
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しました。主要な結果についてまとめますと、精

神健康調査票の結果では、噴火から9年後のハイ

リスク者の出現率は 600%であり、依然として

高い出現率が認められました (図 1)。 またハイ

リスク者の発生に寄与するリスク要因を分析した

結果、火山ガスの影響で未だに自宅に戻ることが

できない、火山ガスの影響で仕事の現状が順調で

ないなどの要因がその出現率に関与していること

が認められました (図 2)c一方の IES Rの結果

についても、住民の 256%に PTSDの疑いが認

められ (DSM― Ⅳ (1994)で は PTSDの生涯有病

率は 1～ 14%と報告されています )、 こちらも高

い出現率が認められました。また PTSD群 と非

PTSD群の差異を特徴づける要因について分析し

た結果、精神健康調査票と同様に火山ガスの放出

によって、仕事の回復が順調でない人に PTSD
の疑いが多くみられました。これらのことから、

三宅村住民の精神健康の悪化の背景には、継続す

る火山ガスの放出がコミュニティや仕事の回復を

困難としていることなどがあると考えられ、繰 り

返される災害が被災者の精神健康に長期的 (持続

的)な影響をもたらしている可能性が推察されま

した。

先述 したように、今年は 2000年の噴火から 10

年という節目の年を迎えました。しかし、その一

方でこの 10年 という歳月は、時間的推移と共に

次第に多くの人々の記憶からこの噴火に対する印

象が薄れていっているように思われます。現在の

三宅島では、依然として災害が継続しているにも

かかわらず、法的な支援措置では被災者生活再建

支援法や東京都三宅島災害被災者帰島生活支援制

度などの適用が終了し、住民は自助的な回復を強

いられているのが現状です.そのため、今回の発

表を通じて、日本の方だけではなく少しでも多く

の海外の方々にも、やもすれば忘れがちとなる自

然災害の被害状況や被災者の生活再建の困難さに

ついて関心をもっていただく契機になればと思っ

ていました。その点については、予想以上に大会

期間中、会場を訪問した方々の関心を得られたよ

うで、多くの閲覧数を確認することができました。

また帰国後も各国の研究者の方々から英文による

論文の問い合わせをいただき、今後の更なる研究

活動の大きな励みとなりました。この場をお借り

し、お礼を中し上げますЭ

大森哲至 (おおもり・てつし)01973

年生まれ。横浜国立大学大学院国際

社会科学研究科企業システム専攻

博士後期課程修了 (経営学博士)。

IEI在 、横浜国立大学大学院国際社

会科学研究科研究生として在学中。

専門は自然災害の被災者の精神健

康などを対象とした災害心理学の分

野で、現在は三宅島をフィールドと

して研究活動に取り組んでいる。

写真2大会会場にて

は学会を善||‐|て|||||||||||
全体を通して、メルボルンは気候も良く、街の

雰囲気もとても良かったです。物価が高い印象が

ありましたが、食事は何を食べてもおいしく、名

物のオージービーフやシーフー ドなども十分に堪

能することができましたcま たオースラリアの方

は、街頭で地図をみていると気さくに声を掛けて

くれたり、買い物に行っても笑顔で話し掛けてく

れるなど皆とても親切でした。とても充実した時

を過ごすことができました。

学会では、さまざまなカテゴリーの発表が実施

され、参加したいずれの発表も非常に興味深いも

のばかりでした。また会場では、国籍や年齢、性

別を問わず声を掛け合い、国際学会ならではの光

景を至る所で日にしました。私も他国の研究者と

交流を深めることで、今後へ向けての研究意欲が

一層高まりました。

最後になりますが、本大会を滞りなく運営して

くださった大会スタッフのご尽力に心から感訓1致

します。ありがとうございました。そして、本大

会の発表に至る過程では、多くの三宅島の方々か

らの励ましとご協力をいただきました。深くお礼

を中し上げます。どうもありがとうございましたc
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『児童心理学―の最先端
‐
=子

ど,lrrll科学す0』

多鹿秀継 1南

界

レ

2009年 7月発行

あいり出版

本体価格 1900円

2009年 8月 発行

フォーラムA

本体価格 1143円

幼稚園や小学校の教諭などを目指

す学生のための児童心III学のテキス

トとして、多鹿秀継氏との共編で出

版 した。本書は、大学での半期 15

回の講義を念頭に 3部構成の 15章

からなつている。まず第 1部 (1章

から3章)では「児童理解の基礎」

と銘うち、児童心理学の概念や理論

そ して研究法などを紹介 している。

次の第 2部 (4章から」3章)では、

記憶や思考それに社会性などの児童

の各特性の発達と子どもの障害につ

いて理解できるようにした。最後の

第 3部 (14章 と 15章)では、児童

の発達に大きな影響を与える家庭環

拙著を自分が語るというのは恥 じ

入ることですが、日本応用心理学会

からの要請とあらば、学徒としてそ

れなりの責任を果たさねばならない

だろうと思いペンを執つています。

本書の刊行に至る成 り立ちは、本

書「エピローグJに記したとおりであ

る。教育心理学なる学的基盤から大

学人として約 40年の歳月を過ごし

いわゆる定年を迎えた者の足跡のひ

とこま、1コ マの記録といつていい

だろう。あえてその事実にこだわつ

て世に伝えたいことは何かと問われ

たら拙者は次のようにいい切ること

によつて自分のこれまで、今、これ

境と学校の問題について論 じている。

全体を通して本書は、教職を目指す

学生にとつての必須の知識から最先

端の児童心理学の成果までを幅広く

学ぶことができるように、中堅から

気鋭の若手の執筆陣が最新のデータ

と理論をもとに執筆 している。

南 憲治○帝塚山大学現代生活学部

こども学科教授。専門は発達心理学、

神経心理学。

からを述懐するキーワー ドとして意

味づけることになると思う。

そのキーワー ドこそ＼“一期―会 "

でありそのことに耐えうる教育実践

の創造を担つている、と。

私ごとを赦していただけるならば、

古稀を迎える老教師の教え子は、定

年を迎える年齢になつていた。そん

なことは想像だにしていなかつた。

彼らは訪ねてきて話 してくれた。「先

生＼子 どもにホ レテ、ホレラレル、

デスヨネJと。

秋葉英則0大阪健康福祉短期大学学

長。専攻は教育心理学 (人格形成)。
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心の科学

2010年 2月 発行

ナカニシヤ出版

本体価格2520円

本書は大学の教養課程などで心IEE

学にはじめて触れる人たちを対象に

書かれたものだが、とりわけ、心理

学専攻ではないけれど心理学をぜひ

学んでみたい、という人を想定して

企画された。そのため本書では、心

理学の基本的な概念の説明に留まら

ず、ふだん自分たちが経験するさま

ざまな事象と結びつける形で各単元

の説明を行うように心がけた。また＼

より詳 しく勉強したいが周囲に相談

できる人がいないことも考慮 し、

「この領域を知るためにJと「さらに

発展させるためにJの 2つの参考文

献の項目を設けて学習の一助とした。

このように、本書は心理学の学びの

出発点となるだけではなく、次なる

段階ヘバ トンタッチができるように

配慮されている。なお、本書は若手

の研究者を中心に執筆されたので、

そのことを活か し、著者たちが実際

に携わつている最新の研究にも触れ、

心理学研究の醍醐味を感 じ取つても

らえたらと思つている。

緑川 晶O中央大学文学部准教授。

専門は神経心理学。

ノ   高

2010年 4月 発行

文化書房博文社

本体価格2000円

F心の1科学|■撃諭か●環案■会ヽ 』
:‐ 琴講泰声:棒|111尋■編

:『||■マン
'|―

ビスに申||^0た0●1崚訂|1人間関1係学』‐
:1年1申||=|1言

看護 。医療・教育・保育・福祉な

ど＼いわゆるヒューマンサービスに

携わる専門職の人々の実践に役立つ

ように書かれたり ウヽツー本"である。

ただし、巷にあふれる多くのハウ

ツー本と異なり、内容はすぐれて科

学的。社会心理学、臨床心理学、発

達心理学、教育心理学、精神医学に

関する最新の知見が明快かつ具体的

に紹介されている。

ヒューマンサービスの対象者につ

いても、その′心理的、生理的、社会

的特性を論じるとともに、人間関係

で配慮すべきことなど、実践的ノウ

ハウに言及している点は、まさに本

書ならではの特長といえるだろう。

すなわち、ヒユーマンサービスに

関わる者にとつて最も重要な課題で

ある「よりよい人間関係をいかに構

築すべきか」という問いに対する答

えが＼きわめてわかりやすくまとめ

られているのである。

よりよい人間関係をつくるための、

エビデンス (実証)に基づいた具体

的な方法を知りたい方に、ぜひ読ん

でいただきたい。

沢宮容子0立正大学心理学部教授。

専門は、臨床心理学、カウンセリン

グ心理学、認知行動療法。

婦人間1関係学



∠f◎乙OA N一日と口ι⑦藁酢Q′日劉

C7レ
♀夏η国↓ユY一rrn4子Fl昆印

⑫,｀、nり尋」ly↓⑫ilIP呈劉尊⑫猟童¥LVI
7η丁影ユ黎乖Y4/■4各E16Tコ1聾ン⑫

9ヽりXHN・黎C」稼まllllルリ(θVy=γ/

■新⑫γク/2■■P'判9準■沸、γ当7削

W｀nヽ豊″尋¥担¬岬l⑦W軒丼到割P:当尊

景準妥華早堅準童|

・認CJη軍腔⑫(昇

予甲I:■1-Ψ炒準)習勤新炒導むⅥ7Jリ
｀
(金lユ擢⑫導型日暉当鼻単)排ルリ(り書P呈当

尊
｀
ア里⑦ア昇湯四

｀
コ97'単P卜γ9艶

尋り□とIⅥ⑫アIⅥ壺蜘Y⑫猟笙ア唾:「:′⑫金

営当轟轟形弾I⑫ユ翠
'こ

コ1猟童・ア1ヽ2n
油墜、γ曽¥儲撤ラ軍U⑦号聯財士コ1寺F,判宗

=γη童秘コ1早崖猟童
=軍

U⑫‖シZ｀ユηア

旦早腔⑫猟童形弾17■■難ユ判り甲↓VI

享匪準童薫ⅦI

・29ユ燿●[β準幸

二VI、γr.07.才♀濯排P1977準環¥つγヽ¥
Ю身」「こCヽ年蜘秦lyO fヽみ▼配型隼喜軍〕

7ヽ
'ユ

η酵羊、年判輝TM準章F'2準レタ

量辮⑦靭酵|

鰐享躍獅奎覇寧
 甲

]テ
竃翼霧』

|

0,、
nュC,掛判■理隆⑦砂専

ιZ｀F'聾二l llヽ業琳↓凛
°
7η準計りヽC‐〉

、nη幸卍⑫ョ圏斉]｀]r21撃群↓ユ]劉κθ呼

燿
｀
7f CγC些″認雲響⑫狗熙真J¥身ι口剥

資ュ、n鉢コ,(■理解梯↓ユ些参り融当I早ワ

シ■才♀聯羊コル旬ユqア当:祥2t昇期断

単準↓吾|

3ツ
望ユ砂専9Z｀F'(θtt C ttPl⊆マツ♀ユ壬

I脅ア⊇昇νユfr翠コ1判J件⑦争ヤⅥむ卸⑦

望γヽ争些″Mチ
｀
97ヽn身♀ュ彰師Flマ⊇ワ準

ЩトユηJ¥肥η融薫期、り増
′・

7Cヽリユユ甲

ηU曇早ツ身↓+利9ヽり¥p⑦秦酢¶
r、

〉ηア

、リトJIツ準醜Pl群融日¥置⑫野場T'判宗リヽ

]軍詈ヨ

フレ9002形担当「イエリ⑦撤LⅦア号
′

単経4ル41Y劇一/ヽ1
・2貿ユ

Q回つ刻�
｀
69ユ⑫γCヽ12レ♀剛日ヽ

当型き呈準ユ郷⑦年ヽ■UF,音
blrll′

抑
｀
レ

l_7

ユ⑫77υ9Q↓υ

“

ユ⑦■7η拳計,甲
｀
鉢身CW C'ユC、年身Cヽ排↓n`ン鋼⑫コ

童
l‐2砂⑦夕

｀
、77Cヽγttυ 9う、りψ:製い0

アυ⊇F,ユ昇豪′9ヽ年涯¥⑦ヨ拳掛↓・アレ

9Q炒稼程洲⑫年ヽ早γヽシ、γT、年コ斯丁雑⑫

準筆奉Ⅶ2C F 21ツ単⑫Ц麟暑lρ f鉢9η

準6猫明測挙:⑫2ヽnC‐P,図壷朗Y⑫凛童

14/`者とιY6日
・992棚日りL」章⑦裂轟↓

拳=[バ±7ψ9J″Pl力Z861)■7期日尋ア

⊇シユ♀6ЦP,罰IY2準章乖軍I⑫ユ判り甲

=期
｀
■7罪1誕2(準童呈土)コ童予助中

薫⑫聯普∃猫1イrヽr発|り甲薫期ァ融
=日

↓

γη耳霧コ,ルIι6T｀F,あ酢塁↓ユ薫馴

壼�⑦継畔|

蝦彫聾塁准 判1酪墨↓奉軍Ⅶ
I ‐| ‐|    || |  :～」多8861

°
,9

ュ、nttF,レィηヨユC准ヤ撃身尋首ヤ賃暉⑫

γ-4アと一
=Of鉢ヨ磁(θγ―

=響副ア

(半話号⑫妙溝・秦憾i Spoos)と_4｀、リ

準程,コ1母狗聾Of鉢』Iトリ均尋董榊⑫金影迎

早腔7♀2C豊′ユ⊇ツア昌鰐7υ♀雪P昴ユ

軍レ⊇コ1上�
Cヽ

n身準,ュ⑦7ヽn妥6ュァ落

烈稼ムー

`身
蜘影猟

｀
、リン

°
7■田↓脅当

コ⑫シユ革攣OF鉢¥影⑦士早
｀
■6Y「F

コ琴秦⑫〉多
｀
η ηVE町身IP準♀⑫4ヽM

狗熙秦Ll¶`コ197⑫2°7¥ユq幸彩Plし

挫∇崖身封を身尋尋狗熙ヨ凶⑫シア秦由Iヽヨ′

2、n鉢コ1割り□事弾J｀半�寺8861F,W

増V号浮舌Y―工

乙多くル4△―■¬
｀
平舌¥控4Y64L日
｀
し占醗¶′幸日

｀
し舌

醜口′日馴幸日・阜ヒ

控]T嘔ク
=業

昌彫

也Il=解8彰・利靭

=薫
ヨ革Ⅶ。□当遡

薫疑田扇Ⅶ・判り甲

こW｀早性
°
(書OL

彰)2迪摯豪平醜¶′

日邸
=9661°

判Y判

り串こⅦ2つ7(釉γ

■)阜軒当り駒
｀

= 回
°
エコ|(師興)融浬

箪串舌醗姻′tlttlFl薫

軍罰黄¥黄Y準下↓

986[ ・T=8961 1
nfco・峯っ2o

ｙ
ｌ
バ
マヽ
／
１
一一
ι
７ヽ
）
脅
）

°
準ユー子一E〉喜認、32C璧2種塁0多

),1年蒻γ2‐草詔暑

`2里

1軍号‐2η7平醜Ψ冒馴|

ヨ,Ⅲ型|



F

ロ リスクマネジメン ト

統計数理研究所の講座受講の機会を得て

地震の時系列分析を学び、その知識を元に

オンラインデータベースにアクセスし、航

空事故および関連新聞記事の出現間隔を

1991年に分析 した。また、長期研修を受

講 した際の小研究課題 として、宝 くじに関

わるリスク認知をI「Kっ た。

ここまでの勤務の間、航空自衛隊の航空

事故率は減少 していない。この間の私の仕

事は、航空事故に対する安全管理において

科学的マネジメントサイクル (特 に check、

acionの 各段階)を確立することだったと

いえる。

1緯 螺 講 茜 ヽ |
日組織の概要

航空開発実験集団は航空 自衛隊が使用す

る防衛装備品の試験や応用的な研究を行 う

組織であり、航空医学実験隊は、航空医学、

心理学および人間工学の面を担当する。

ロヒューマンインタフェース

今後の防衛装備品はコンピュータ化され

るだろうと考え、TRONプ ロジェク ト等

コンピュータ技術およびヒューマンインタ

フェースに関心をもち始めた.F2支 援戦

闘機の試験の一部 として、機体の塗装色決

定のための実験およびコンピュータ化され

た操縦席のユーザビリティ評価の支援を命

じられた。上空からの雲や地表等の輝度沢1

定および機体の視認性の評定実験を行い、

その結果に沿って機体色が決定された。

1事故の人的要因

航空事故の重大な要因の 1つ として、操

縦者が自機の客観的な姿勢に応 じた行動が

できなくなる空間識失調現象があるが、こ

の現象やアクション・スリップ等が解離現

象の一種であろうとの仮説を立て、機械制

御のプログラミングの勉強の成果を生かし

て実験を行った。この仮説は現在も検討中

である。

|メ ンタルヘルス

阪神淡路大震災後の PTSD概念の普及

により、航空自衛隊でもメンタルな問題へ

の対策を行うべきとの機運が高まり、予備

的な文献調査を 1996年から行った。

1適性選抜

操縦者候補者を選抜する検査の心理面接

官業務を毎年度実施 した。選抜試験等の改

善が必要になるだろうと考え、従来からの

性格検査や知能検査データの再分析を手が

け始めた。

1燿:計:墓裏|
目安全教育

年 2回ずつ行われる飛行安全幹部課程で

の航空心理の教育を全て担当した。この際、

航空場面での行動に即しつつ心理学の全領

域を満遍なく簡潔に解説し、受講者が知識

を主体的に利用できるように講じた。これ

はエンパワーメントを意識 したのであり、

受講者に好評だった。この他に、年に数回

各部隊を訪間して 2時間程度の各種安全教

育を実施した。

ロリスクマネジメン ト

リスク判断支援技法である Operational

Risk Management(ORM)の導入が始ま

っていたため、これまでの仕事はリスクマ

ネジメントの一部であることに気がつき、

リスク学の勉強を始め、関連学会へ論文を

投稿した。また、事故要因の総合的な分析

法の研究を命じられ、多変量解析によって

事故要因を分析し対策することが可能であ

り、この際に事故要因の定義が重要である
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「応用心理士」認定審査委員会

』』』［畔貯̈
摯一一一奮｝一一轟』黒』轟』・轟議《轟』熱轟豪・一』轟轟轟』轟轟轟轟黒豪』難』毅轟無』編』』轟耐一一一」螂轟』轟一轟轟一一恭一一豪轟編轟』轟慕織』轟熱轟豪轟螂轟』』赫』轟墨豪黒鍼轟一一轟轟轟轟』義黒轟』轟』熱れ轟一一轟ふ襲一銀識銀」熱」轟一一』』轟轟一継』“轟熱凛』議豪一轟尊一一』轟黒』銀轟』』轟轟轟轟轟轟一一轟隷轟轟一一轟轟轟一豪』蘊豪燕継』轟一』』・』黒轟纂臨赫』館』納』』一轟薔』轟』線

本誌の「応用心理十の現場Jでは、応用心理

十資格を生かして活躍する会員の皆様をご紹介

しています。多種多様な分野で心理学の知見を

発揮される会員が 1人でも多くなりますよう、

ぜひ資格の取得をお勧めしますc

本資格申請は、「学会入会後 2年を経たJ時

点でIII能 です。

学会で認定する「応用心理十Jは 、学会員の

専門職としての資質があると認められた証明に

なりますc

認定の要件は、「応用心理士」資格申請の手

引き (第 6版)に 記載の通 りですが、次の各号の

1つ に該当するかを踏まえ委員会で認定するも

のです。

(1)学校教育法において定められた大学また

は大学院において、心理学専攻又はこれ

に準ずる分野を卒業あるいは修了した者

(学位授与機構の審査により学上の学位を授与

された者も含む)。

(2)本学会機関誌「応用心理学研究Jに 1件以

上の研究論文を発表 した者、又は本学会

の年次大会において 2件以上の研究発表

をした者。

(3)認定審査委員会が応用心理学 と関係ある

と認めた専門職で、3年以上の経験を有す

る者。

(4)応用心理学と関係ある職で 3年以 卜の経

験を有し、本学会研修委員会企画の「研修

会」に 5回以 L参加した者 .

■ 資格申請の手続き

以下の順序に従って中請の手続きをお願いし

ます。

ロ ハガキで「資格申請書類を希望するJと「返送

先Jを明記し、事務局まで請求してください.

□ 中請書類の請求がなされると、必要書類が

希望者に送付されます。受け取られたら、

申請書類に所要事項を記入 し、同封の封筒

で送付してください.

□ 審査料 10,000円 は、郵便為替で送金してく

ださい。

郵便振替の振込先

口座番号 00110-6-359059

加入者名 日本応用心理学会

(注)申 請書類一式のなかに同封されている郵便

為替用紙をご利用ください。

□ 提出する申請書類は次の通りです (提出の際

確認してください)。

① 様式 1(資格認定申請書)

(注 1)所定の枠内に証明書用カラー写真

(ヨ コ 3cm× タテ 4cm)を 貼イ」して

ください。

(注 2)裏而に審査料の振込金受領証をコピ

ーして貼付してください。

② 様式 21(履歴書)

③ 様式 22(業績書)

④「研修会J参加を資格要件とする場合は、

「受講証明書J5日分を添付してください。

□ 認定委員会では、提出書類について審査し

結果を文書にて申請者に通知します。

合格した人は認定料 30,000円 を納入してく

ださい。

入金されますと「応用心理士」認定証を

交付し、本学会機関誌「応用心理学研究」

に掲載して公表します。

今年度後期の受付期間は、12月 末日です。

2011年度前期の受付締め切りは、5月 末日です。

日本応用心理学会認定「応用心理士」事務局

〒 169-007
東京都新宿区高田馬場 3-8-1
東京富士大学応用心理学研究室内

E― mall:ukiya@fuil.emall.ne.jp
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編集委員長◎川本利恵子

颯財蒻躙鑽鰊仁餃晰鰊瘍鰈靱鰊跛
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日本応用心理学会会員の皆様には、機関誌「応用

心理学研究Jにいつも変わらないご支援・ご協力を

賜りありがとうございます.

先般、2010年 9月 11日 、12口 に日本応用心理学

会第 77回 大会が開催され、盛会に終わ りました。

この大会ではポスターlll究発表が多かっただけでな

く、自主企画のワークショップも多く応募されてお

りました。近々、これらの成果が機関誌「応用心理

学研究」に投稿されるのではないかと密かに期待し

ております。

ところで、既に皆様ご承知と思いますが、機関誌

の編集委員会の体制が変わっております。2010年 4

月より、私こと川本委員長のもとに、深澤伸幸先生

を副編集委員長とし、新たな体制で編集業務をすす

めることになりました。深澤副編集委員長の研究室

に「編集事務局Jを設置し、そこで一括して投稿論

文を受け付け、編集業務を行っていくことになりま

したが、半年を過ぎた現在もなお深澤副編集委員長

には大変お手数をかけております。また、もうひと

つ変更した点は、編集事務局に論文投稿と編集につ

いて総合的なアドバイザーを行う補佐役をおいたこ

とです.補佐役は藤田主一副理事長にお願いしまし

たが、一昨年度までの編集委員長ですので、まさに

適任です。力強い補佐役ですが、編集委員と査読者

および論文投稿者からの相談にと幅広く対応してい

ただくことになっておりますので、困った時・迷っ

た時は積極的に御相談していただきたいと思いますc

以上が大きな変更点ですが、これまで進めていた

審査の 6部門 (①原理 認知 感情部門、②教育 発達

人格部門、0臨床 福祉・相談部門、④健康 スポーツ

看護・医療部門、⑤犯罪・社会 文化部門、⑥産業 交通・

災害部門)体制は継続 してお ります。各部門では、

それぞれ 2名 の責任委員を中心に査読の手配と編集

業務を進めております。機関誌は、年間 2号 (秋期

と春期)を発行 しますが、4月 末ころまでに投稿さ

れた場合には 9月 ごろ (秋期)発行号、10月 末まで

に投稿された場合には翌年 3月 ごろ (春期)発行号

に向けて査読を行う予定となっております。

さて、各部門責任者は適切な査読者 2名 を選定し、

査読を依頼します。2名の査読者のうち 1名 が不採

択の半」断を下したときには、第 3の合読者を立てて

査読を継続するなど、審査の公平性を担保するよう

に努めております。また不採択の場合でも、その理

由を投稿者に返すことになっております。

審査期間は査読状況によって異なりますが、1回

修正の場合、約 3カ 月から4カ 月かかります。投稿

後受lNlか ら分野の識別と部門責任者への配送までが、

約 2週間程度、その後、査読者決定後、1巨 1日 の審

査期間までに約 5週間 (査読者)、 その後 1回 国の修

正期間が約 3週間 (投稿者)かかります。修正後の

2可 日以降の審査期間は約 3週間 (査読者)と なり、

2に 1目 以降の修正期間は 1～ 2週間を目安としてい

ますので、さらに長期間が必要となってくるわけで

す。これらは順調に経過 した場合での目安なので、

実際はもう少し時間がかかります。いずれにしまし

ても、査読が完了した時点で「採択通知Jないし「不

採択通知Jが送られます。

最終原稿を受領したのち、編集委員長および編集

事務局に審査完 了報告が行われ、編集委員会で掲載

する論文リス トを確認します。編集委員長と編集事

務局で機関誌全体の編集作業を進め、実際に皆様の

お手元に届くまではさらに時間がかかります。そこ

で、これらの審査過程を通過し、機関誌に掲載され

た時は喜びも倍増します。論文掲載までには、時間

と投稿者の粘 り強い掲載意欲が求められますが、会

員の皆様が積極的に投稿されることを歓迎します。

委員会としては、今後も会員皆様が投稿しやすい

内容、運営方法について検討することはもとより、さ

らに一歩踏み出して、現在社会が抱える諸1問題を特集

号として取り上げ、会員の皆様が広く関心をもてるよ

うな誌面作りをすることも視野に入れておりますので、

ご支援のほどよろしくお願い申しあげます。

%投稿論文の送付先 :「編集事務局」

〒169-0075東京都新宿区高田馬場 3-8-1

東京富士大学 経営学部

ビジネス心理学科 深澤伸幸研究室気付

「日本応用心理学会 機関誌編集委員会」

丁EL:03-3362-1229(研 究室代表 :内線 314)

E‐ mall:n‐ fukazawa@fuli acJp
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事務局だより

一一一一一一一一中｝｝鐵一鸞一』一一一一一一一一一一一一一一一一一一一い一一一一一一一』一一一摯銀一一』一一一』一一義一一一一一一摯一一一』一一一続一̈一｝̈一一一攣一一一一中響一一一需一一一い攣一一一一一』』一一一一一一一一彎一轟一一一一摯一一一蓼一一一摯｝一̈一一鑢一一一一一一一｛一時輔̈一一一一一一一一『一一姜一｛一姜中一一一一一一一一驀一一彎導一一畿

日本応用心理学会の入会中込書を次にご案内しますので、入会を希望する方はお中し込み下さい。

このページをコピーし必要事項を記入して、 ド記事務 l「」宛までご郵送下さい.

吻嘔餘同鶉瞑幌颯覺餃輻之蟷忙魃蜀褥隕珍
申込年月日(20

○記入上の注意

1楷書で正確に記入して下さい。

2正会員の入会資格は、会則第4条第2項 に次のように定められています.

(1)4年制以上の大学で′しヽ理学およびその隣接分野を専攻した者

(2)第 1号 に準じる者

(1)の隣接分野とは以下の分野を指しています。

教育学、児童学、人間関係学、体育学、社会学、社会福祉学、芸術学、宗教学、医学 (′しヽ身医学、精ネ申医学、行動医学な

ど)、 看護学、経営学、認知科学 (人I頭脳など)、 人間工学、など.

(1)の大会資格に該当しないと判断される場合は、備考欄に高等学校卒業後の学歴および職歴をできるだけ詳しく書いてくだ

さし、 (2)の 第1写 に準じる者と認めることができるかを判断する資料とします。記入欄が不足したときは別紙に書いて添(」

してください。

3社会人学生の場合には、在学大学 (大学院)名等詳細を備考欄に記人してください。

4推薦者には、必ず、署名のうえ捺印しても|)っ てください。

5推薦者がいないなどの相談がある場合は、学会事務局にご連絡ください。

H本応用心理学会事務局 :〒 1690075 東京都新宿区高|}1馬 場4419 11a国際文献印刷社内

電話 :03-5389-6491 FAX 103-3368-2822 E― mail:iaap pOStCbunkencojp

日)

フリガナ 推薦者 (正会員)

0
氏■■名

El■マ字
性 |‐ ■男lJ 男    女

生年月日1 19   年    月    日

現 住 所

一Ｔ

1電1話番号 ( )

最終学歴

[    年   月]【在学中のものではなく、卒業あるいは中i基 修了したもの】

所 ‐■ 属‐

名 1 称

1所 1在 1地

電話番号 ( )

職名1身分

研究領域

メ■ルアドレス

備  1考

事務局受イ」〔 〕 審査 〔 〕 本人連絡 〔 〕 会費納入 〔
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日本応用心理学会第78回大会のご案内

2011年 9月 10日 (土)～ 11日 (日 )

信州大学人文学部

〒3908621 長野県松本市旭3-1-1
信州大学人文学部 大会準備委員長 内藤哲雄
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広報委員会 (五十音順)

委員長  藤 森 立 男  横浜国立大学

委 員 内 山 伊 知 郎 同志社大学

加 藤 博 己 駒澤大学

田 中 真 介 京者「大学

蜂 屋    真  施 科学大学

星      薫  放送大学

応用心理学のクロスロー ド Vol.2

「応用心理学のクロスロー ドJ2号をお届け致 します。

多 くの会員の先生方やスタッフに支えられ、本誌を発

刊することができました。原稿のご執筆をお引き受け

いただきました先生方に深 く感謝申し_LIデ ます。なか

でも、自梅学園大学名誉教授の荻野七重先生には 7月

にメルボルンで開催された国際応用心 f里学会でお目に

かかる機会がございました。その折 りに「この夏は悩

ましいものにな りました」 というお言葉をいただき、

大変中し訳ない気持ちで一杯にな りました。 しか し、

本誌の 28、 29頁 を拝見致 します と、7月 のメルボル

ンでの苦悩は 9月 に京都で開催された日本応用心理学

会第 77回大会で「応用心理学 と基礎心理学のクロス

を発見するJためのギフ トではなかったかと愚考致 し

てお ります。今後も、応用心 f甲学がさまざまなものと

クロスするス トー リーをお届けしたいと考えてお りま

す。会員の皆様のご協力を心からお願い申し上げます。

編集・発行

糸扁集協か 製作

デザ イ ン

印刷・製本

(年 2回発行 )

日本応用心理学会

〒169-0075

東京都新宿区高田馬場 44-19
TEL  03-5389-6491
FAX 03-3368-2822
E Inail iaap― pOSt(l bunkcn cOip
HP httpノ /wwwsoc n�  acjp/iaap/

福村出版株式会社

有限会社 向井デザイン事務所

モ リモ ト印刷株式会社

2010年 12月 1目  発行



/d100 uozn」eШ qnd〃dllЧ

8919-ι989(80)XVJ 8809-ι989(00)]∃■解業則r曽

`―

亡十とこ

`レ

t Ct―シ r習¥コf習醇当単3o00-0シ[些

鰐業圭鮒需■尋諄摯畢軍NヨZnuVw⑪
8-99Z80-lZ9-レー8Z6N8SI

(7雑)日000`l`叫
= 

亘00Z・nホ9v

讐 騨纂回認・調軍冒・壬班を彗・IttT瞑。騨軍蜻言

・幸
‐
奎
‐
彙
‐
構
‐
豊・‐‐

9-,SZ80-lZ9-レー8Z6N8SI
(7■)日000`)Z叫

= 
亘9ι6・nホ9V

讐 `首撃壁11瀬圭薫

`職
琴薫

`碑
率日

精・奎・薫・3・■
‐‐‐‐・

9-乙

`6ZO―

lZ9-レー826N8SI
(7雑)日000`「Z叫

= 
亘8001・nホ9v

聾 築県製」

“ ・講
‐
奎
‐

=‐

静
‐
9・由

‐
雪・

|-81「80-1乙9-サー8Z6N8SI
(7雑)日099`Ol叫

= 
亘Z89・n未9V

讐 `輩醜¶′靭]・半軍

旅́′‐
‖

.た
′ヽ者割Ⅲ靭鵬=業誼

°
母MC軍秘217孝乙4拳YttM肇¶′・世韓罫増燿諄事M口享靡需普

｀
-4■44“4f-4Y｀平醜颯′判躙◎

°
イム

`Hκ
イヽツレ♀警鵬、γ酵馴̀露曹

｀
建郷2亘フ～Z〉準む6、γ9｀η甲町2ムー

`逓
菫,(4錯P,里箭身準P準♀9ヽγ琴僻

熙Yア剥音⑫

`κ

n■44γ。
第¥普2ヽγツ準罰¥コ

`ヽ

γヽ17累瞬む靭酢⑫

`κ`■
κ

`γ
γツ♀疑Ш

r_tヽ
γ靭滉⑦秦耐興

r

Z―108801Z9,8Z6N8Si(74)EJ o9ι19)叫

=■
 亘00Z・1茉9V

イ露輩讐 じ薫ι4n■44“率日  準要登A件 瞥首曇事壁

‐イー
κζ‐

■
‐た`′黎¥ごた

.■
■

.た.4‐
7.

°
M童ロユ中⑦扇彰

'9Q厳
■2nP啄マ響

｀
9下ン21■渕璽割身準P準♀2、今年210■｀

n〉蕩2麗晰γこ当ッ準ヽコ秦盈Qr、γγC単
2■飽コ1々耐興̀°口離2群馴,身峰単コ,嘔晏杉控⑦勁↓

｀
η216列♀饗稼載Ψ杉控⑦蜀影響⑦A耐,V絲マツ♀コル.r//ロツ

g Z08ZO IZ9-レー8Z6N8Si(7雑)日000`「Z叫
= 

童Z69・n茉9V

寧―|1回:普首撃輩壁  鬱 じ薫醜q′冒即率日

�・董・秦・籠‐
■・■‐

寧

日08ι・9皿■ 4-ンOgfat i+9v♀号●

勤=γ
田絆 馴婿7半科 ♀9彰  聾一け|1理 晶薫7ョ霧

讐差首叫 聖里マ象留 ♀8劣獣W]胃軍ギ∃田¥ 串日マ瓢露

妻YEl10晰鍵 ♀ι彰

専嬌7事平 ♀シ彰

秘婿マ算瞬 黎I彰

準ふ。)■普¥ユ(マ
Arl稚

)叫31,摯皿く
880乙―レー090[0曇』

:     Ш。。1lЧoel】MM1ヽ=｀d■Ч

18686-18レー9ιO XVJ [980-[εツーg∠09
18-Zl珈争=+壺挙コar単鮮章

聾L9田熙

♀9彰 讐』椰田当草i*堅三

♀Z彰

髭ψ暑↓妻醗ヽ7′日¥濯V日 〔ξtt ι ttF〕J目麗証■'日手程筐011自饉i請-2繁艶0筆lfl薫讀¶′畔躍

°
翠沼単影投7■ゞ9■7P

,ユ9↓▼畔7 trl醤0子―口

``⑫
ケ号

.■
●J 揖

g ttI12`―
`)子

―口
``朝

喜 LH冨`)ヽ1911

nBrl謝骨⑫ア■●∠影投 日S9ラ8 亘988 9V 醍壬副
●¥ 暴

`-4` 
′
`r¬

 A・4rr4γ4ι M
r -4,4`彫推.〉,C2子―ロエ∠鯛喜・的墓―

累彫Ⅲ尋冒00■0薫博HY

・ツ準受I tt HII⑫ Y´

`ar2(, 年r,彫J`古ィ`ッ7マ酵]百晰ωtti/4丁苺薫VTIttΠ?

F'●

',,`妻
離¶′0宮聖(´場秦誼¶′孵畔 ル

`=‐
ミ

ニ `■ tt筆`γ●ツ翼士半形`二9■マ⑦妻醗ヤ

半躙`)ヽAC11番ロタ 影半ル( H989τ 亘ラ98 9V
暴讐―峯韓「ヽ′ ―田郵⑦ヽ型薫?子―口r∠明淑藁―

者性嘔影0影ヨf書6

肇辛
=獅

面魏鷹詢
豊望曇割¥1[

°
準�I〉コ訓]″

`a′```⑫
面

」7多昇製薔`)■と―
`γ

Cヽ

^7-`4‐
4 `″

`n
`ム

ー、/`象]`晶♯`等:亭`算野つヽ

“

沼影投‖讐聯
`ヽコ ロ0,68 ■Z98 SV 選騒尋¥聾単準薫醜¶′

半秦醜■′率日・賊 書中 撃∠
=τ

`・

くミキ(イν

■ ¬ 一′

`R′`ι
∠⑦299■〉ワn,年7警撃―

°
ツ準x/r孵]音w影挫ツ準凶■,曇

'7 
景設0図蟹T疑

`)ヽAO音「
'ア

イエユT鯛若推
`s“

ンLJ量⑦斉笞 秦

担靭き秦酪¶′⑦猛↓¥削 予辞 ル平 苦17・当雑〔
ヽ
^7「

苦]?TIJヽ
^●

o‐l謝辞さγ嶽羊 日0998 亘08Z

9V 暴撃幸I事璧・徴 田騨・
=軒 士・

=章
ロ

田 ―子―ロニ∠鯛遡薫γ

`,印

■,T瞬⑦懸量?平霧―

議性嘔影0善日,■:1



このはな児童学研究所は、1987年 に人間性の土台となる<子どもなるもの>を生かした人間

全体にかかわる心理臨床の場として、また研究の場として開所いたしました。

心理臨床セミナー部門では、心理臨床家に向けて、質の高い教育を保証した講座が開催され、多

くの優れた心理臨床家が育つています。

このはな心理臨床セミナー カリキュラムチャート

不
=パ

Tブィジョン、「グルァプ

心理臨床相談部門では、分析心理学を基本においた創造的カウンセリングを行つています。必要に応じて、またご

希望に応じて、対話によるカウンセリング、夢分析、箱庭・絵画・イメージ療法、遊戯療法、家族面接等、最善の方法を

適用しています。

日本橋心理相談室 札幌心理相談室 フリースクールこのはな学舎

<セ ミナー・心理本目談のお申し込み、お問い合わせ、パンフレットのご請求は下記へ>

〒103…0007東京都中央区日本橋浜町 2…26-2-403このはな児童学研究所
TEL03-3639-1790  FAX03-3639-2968  E―mail  konchana@konollana. う

2010年度 ワークシ∃ップ 申込受付中

10′10 ひきこもりと内閉する青年の心理査定と心理療法

米倉五郎 (愛知淑徳大学)

10ノ17 ユングい理学からみた心的外傷の理論と実践

リース・滝・幸子 (ロサンゼルス・ユング研究所)

10ノ17 面接に生かせる見立ての技術    岡 昌之 (首都大学東京)

11ノ7 心理療法のテクスチャー

11ノ21 スピリチュアリティーとセラピー    長野興子 (聖 b会 )

11ノ28 演習と□―ルプレイ

12/12 現実に介入しつつ、心に関わる  田鳥誠― (■ll11大学大学励

1ノ9 派遣と委託での心理療法

1ノ16 コラージュ療法入門

1ノ30 面接に転機をもたらす要因    村瀬嘉代子 (北翔大学大学院)

2J6 ウィニコットの臨床の知

賀陽 済 (西東京b理療法研究所)長劉 ‖雄― (目白大学)

3/13 こころの中の姉と弟、兄と妹 SbねけBroher元型を考える

豊田園子 (大埋大学)

【受講料】各 2万円

2010年度 児童臨床講座 申込受付中

2/18,2ら,314 【V期】児童臨床の総合性  岡 昌之 (首都大学東京)

【受講料】1万 5千円

フ
=ク

ショ.ンプ

アセスメントコ,ス
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個人、対人、集団、組織や社会、それぞれのレベルで人との関わりから

発生する現象や関係を解説する社会心理学の入門教材です。

社会心理学の基礎的な理論や研究方法などが視覚的に理解できるよ

う解説、紹介され、社会心理学の全体像を効率的に学ぶことができます。

私たちが日々の生活の中で経験する具体的な問題や代表的な研 究例

を題材に取り上げながら、現代の社会心理学がどのような問題をどのよう

な方法で研究してきたかを紹介 し、研究方法に関しては、実験法や調査法

を中心 にして、その基本 的な原理 を解説します。これらの内容を理解する

ことによつて、社会心理学の各領域の問題を効率的に学習することがで

きます。

DVD・VHS カラー 各巻約25分    :

価格 /′ DVD・VHS                I
各巻 63,000円 (本体60,000円 )|

対象 :大学、医療・看護・教育機関 他  |

社会心理学においても重要な研究テーマである自己。

他者との関係の中で自己がとのように形成されるのか (自 己概念)、 他

者との関係の中で自分をとのように評価するようになるのか (自 己評価)、

自己を意識しているときとしていないときでは他者との関係がどのように

変わってくるのか (自 己意識)、 他者に自分の印象を持つてもらうためにど

のようにふるまうのか (自 己呈示)、 といつたことを紹介していきます。

囲 説得 と依頼  指導 :今 井芳昭 (東洋大学)

人にちょつとしたことを頼んだり、ある行動を取るよう説得したりすること

があります。逆に、自分が人から頼まれごとをしたり、説得されたりすること

もあります。人と人との間で行われる働きかけ、影響の及ぼし合いを対人

的影響と呼びます。

対人的影響をキー・ワードにして、その全体像 を捉え、特徴的な現象を

考察していきます。自分の体験とふだんの生活を対人的影響という枠組

みで捉え直してみると理解が深まります。

園 集 団と人 間 指導 :岡 隆 (日 本大学)

私たちは、それぞれ社会的集団に所属し、その中で、様々な対人相互作

用を営みます。同時に、私たちは自分が所属していない別の集団やその成

員とも様々な相互作用を営みます。

人はある集団に所属することにより、他の集団成員からどのような影響

を受け、どのような関係をつくつていくのか、その人は別の集団やその成員

に対してとのように振舞うのか、その人やその人の集団は別の集団との関

係性の中でとのように変っていくのかを解説します。

回 組織 と人 間行 動 指導 :角 山 岡J(東京国際大学)

高度化が進み、複雑化する現代社会。インターネットの発達、経済のグ

ローバル化、働く意識の変化など、企業組織をとりまく環境は、さまざまな

面で大きく変動を続け、組織と人間行動の関わりを探究することは、その

重要性を増しています。

仕事動機づけ、管理者のリーダーシップ、職務ストレスとメンタルヘルス

の問題を身の回りの具体例をみながら考えます。

固 援助 とサポ ー ト 指導 :福岡欣治 (静岡文化芸術大学)

人に対する思いやりの気持ちの大切さは、誰もが認めるでしょう。しかし

一方で「電車でお年寄りに席をゆずる」ことを躊躇する人が少なくないこ

とからもわかるように、人を助けることは実は簡単ではなく、また援助がい

つも良い結果をもたらすとは限りません。それでいて、支えとなる人がいる

ことによって、人はしばしば大きな困難をも乗りこえることができます。

本巻が扱う「援助行動Jと「ソーシャル・サポートJは、これらの問題を含

め「人が人を助け、支えるJこ とを真正面から扱うトビックです。


